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技場面において非常に重要な要素であると考えられる。
A．体幹伸展筋力
　本研究における平均体幹伸展筋力は，柔道選手が一般大学生に比し，どの運動角速度においても有
意に大きく，低速度，高速度に関わらず筋力を発揮する能力が高いことが確認された。このことは，
先行研究10）11）における結果を支持するものであった。また，柔道選手および一般大学生の体幹伸展
筋力と角速度には，共に有意な負の相関が認められたことから，高木らの報告23）と同様，発揮筋力
は速度の増加に伴い減少することが確認された。Mayer17）は，体幹の捻りをisokineticに評価した場
合，運動速度の増加に比例して体幹筋のパワーが低下し，特に伸展筋群の低下が顕著であることを報
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告している。その理由として背筋群は抗重力筋としてST線維の割合が大きいことを挙げている。こ
のことから，本研究における体幹伸展筋力の速度増加に伴う発揮筋力の減少は，伸展筋群の筋線維組
成に起因するものと考えられる。
　体幹伸展筋力の運動速度増加に伴う減少率（60deg／s時のピークトルク値を100％）の変化は，柔
道選手が一般大学生に比し有意に低く，特に150deg／s時において有意差が認められた。このことか
ら，柔道選手は一般大学生より高速度場面において発揮筋力の減少程度が抑えられることが示唆され
た。柔道においては，「受け」の局面などで素速い背筋群の筋力発揮が要求される可能性が高いこと
を考えると，運動速度が速い場面でも背筋群パワーが低下しないことは，柔道競技の重要な体力要素
の一つであると考えられる。ピークトルク値の結果ではあるが，先行研究によれば，柔道選手の体幹
伸展筋力は他のスポーツ種目（アメリカンフットボール選手および相撲選手）と異なり，運動速度が
全般にわたって低下を観察しなかった21）とされている。このことを踏まえて考えると，今回得られ
た結果は，正に柔道の筋力特性として捉えることができ，それが高速度領域における一般大学生との
差となって現れたものと推察できる。
B．体幹屈曲筋力
　本研究における平均体幹屈曲筋力は，柔道選手が一般大学生に比し，どの運動角速度においても有
意に大きく，低速度，高速度に関わらず筋力を発揮する能力が高いことが確認された。このことは，
先行研究10）11）における結果を支持するものであった。柔道選手および一般大学生の体幹屈曲筋力と
角速度には，一般大学生に有意な負の相関が認められたのに対し，柔道選手には相関関係が認められ
なかった。このことから，一般大学生の体幹屈曲筋力の発揮は速度の増加に伴い減少するが，柔道選
手は筋力の発揮に運動速度が関与しないことが示された。春日井ら10）は，高校柔道選手，大学柔道
選手，一流柔道選手，一般大学生それぞれの体幹屈曲筋力を測定した結果，一般大学生は運動速度の
増加に伴って発揮パワーが減少したが，柔道選手は低速度領域よりもむしろ高速度領域において発揮
パワーが大きいことを観察した。そして柔道選手においては，投技時の「崩し」や「掛け」の局面，
固技では伏臥あるいは仰臥位での防御の局面で，Isometricに近い状態からスピードを伴う状態まで
全てにわたる腹筋群パワーが重要であることをその理由として考察している。今回得られた結果は，
柔道選手において運動速度に関係なく屈曲筋パワーが発揮されるという点で類似しており，また柔道
の投技，特に背負投に代表される担ぎ技は，相手を背負った状態からのスピーディな屈曲筋力発揮が
重要な要素であるし，相手からの攻撃に対して自らの姿勢やバランスを維持するためには，Isomet－
ricに近い状態での筋力発揮が必要であることから，柔道選手の体幹屈曲筋力の発揮特性として捉え
ることができると思われる。
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